
項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育課長　安田　幸雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育課長　安田　幸雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育課長　安田　幸雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育課長　安田　幸雄

第４章　教育・文化・スポーツ  第４節　社会教育

　青少年の育成や男女共同参画
社会を目指すなど、どちらの団体
も活動の目標が明確であり、今後
も活動について支援を継続していく
必要がある。

成果指標の目標値を毎年達成して
いる。
多くの人数を受け入れるためにも、
今後も安全面に細心の注意を払い
ながら、中学生・高校生・大学生
リーダーの育成と指導に団体で取
り組んでいく必要がある。

子ども会活動の異年齢集団による
様々な遊びや生活体験・自然体験
は、子どもたちが協調性、自己決
定能力などを獲得する効果が期待
できる。その活動を支える子ども会
育成会活動は、地域の人々が子ど
もの健全育成に携わることを主眼
としており、地域の教育力の向上
に寄与している。今後継続して事
業を行い、どのような支援ができる
かを検討していく。

市内のボーイスカウト２団及びガー
ルスカウト２団はキャンプ等の野外
活動の実施を中心に、市民文化
フェアや市民フェスティバル等でも
奉仕活動を行っている。また、公民
館等で行われる地区文化祭にも積
極的に参加している。地域のコミュ
ニティ機能が変容し、地域の教育
力低下が指摘されていることから
地域の中でのボーイスカウト、ガー
ルスカウトの活動意義は大きく、今
後も必要な助成を継続していく必
要がある。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

地域の中で青少年の健全育成を図ってい
るボーイスカウト・ガールスカウトの活動意
義は大きく、行政との連携は必要であり、
今後とも必要な助成を継続していく必要が
ある。

特になし

無

140

非常勤
特別職

0.00 人
H29年度目
標

1,801 千円 臨時職員 0.00 人 100

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

1,299千円 臨時職員 0.00 人 ①98人

②40人

H28年度目
標

H28実績
参加児童がリーダーに、そして将来は運営
に携わるサイクルを継続することが、この
事業を続けていくためには必要であるた
め、安全面の徹底と魅力あるプログラムの
２本柱を目標に掲げて取り組んでいく。

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28目標値が未達成の理由・分
析

豊かな自然環境の中で夏休みに6泊7日の長期宿
泊の集団生活を通して、子どもたちの豊かな感性と
自立心を養い社会性を身に付けることを目的とす
る。また、所沢サマースクールを支援することによ
り、中学生・高校生・大学生リーダーを育成し地域の
教育力の向上を図る。

0.15 人
非常勤
特別職

0.00 人 100 102

目標達成済100

0.21 人

丸１日電気を使わず懐中電灯で過ごし、食
事もアルファ米にする被災体験をプログラ
ムに加え、被災時への対応力や危機管理
への意識を養った。

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

社会教育法、
所沢サマースクール実行委員会補助金交付要綱

360 360

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合 Ｓ

H28年度に改善した点

無 無

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 360 360

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

①小学5・6年生参加者数

②中・高・大学生リーダー参加
者数

定員に対する参加率
（参加者数／定員×100）

より多くの人に参加してもらうため、参加率を指
標としている。

H27年度目
標

H27実績

0.16 人
非常勤
特別職

0.85 人
H29年度目
標

1,372 千円 臨時職員 0.00 人 200人

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

1,386千円 臨時職員 0.00 人

①47,000部

②115回

H28年度目
標

H28実績

（ＰＴＡ）連合会長の選出をスムーズに人選
するためにも、日頃から役員との情報収集
を密に行う必要がある。（連合婦人会）支
部の数を維持するため、本部運営につい
て、引き続き助言する必要がある。

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28目標値が未達成の理由・分
析

（ＰＴＡ）子どもたちの心豊かな健全育成を図るＰＴＡ
活動の理解を深めるために、市内小中学校及び県
立特別支援学校の各学校単位ＰＴＡの相互交流･連
携･情報交換を活発にし、研修等を通してその活動
への理解が深まり、活性化するように補助金を交付
し支援する。昭和26年4月発足。（連合婦人会）以前
は、女性の地位向上のために、女性の社会進出や
男女平等を目指した学習活動を行っていた。現在は
主に生涯学習の推進、社会教育の振興及び男女共
同参画などに貢献している活動が顕著であり、これ
らの活動に対し、補助金を交付し支援している。

0.16 人
非常勤
特別職

0.85 人 200人 450人

教育講演会については、小学校4年生の国語の
教科書に掲載されている著者を講師として招い
た。子どもの参加者も募集したため、保護者が
子ども優先と判断し、参加者が伸びなかったこと
が考えられる。Ｈ27は入Ｐ連との共催であったた
め、市外からの参加者もあり、450人となった。Ｈ
28の参加者が減少したわけではない。

200人 180人

（ＰＴＡ）審議会委員をブロックから割り当て
ることで、連合会長の負担軽減を図った。
（連合婦人会）連合婦人会より社会教育委
員を選出し、社会教育委員会議において
日頃の活動から感じる社会教育の現状に
ついて発言の機会を得た。

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

社会教育法、所沢市ＰＴＡ連合会補助金交付要綱、
所沢市連合婦人会補助金交付要綱

630 630

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

A

H28年度に改善した点

無 無

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 630 630

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

①会報紙発行部数（ＰＴＡ）

②活動回数（連合婦人会）

教育講演会参加者数（ＰＴＡ）
ＰＴＡ活動の大切さをより多くの人に知ってもらう
という考えのもと、ＰＴＡ連合会の主要事業であ
る教育講演会の参加人数を指標とする。

H27年度目
標

H27実績

H29年度目
標

172 千円 臨時職員 0.00 人

目標達成済337

173千円 臨時職員 0.00 人 ①18部隊

②190人

H28年度目
標

H28実績

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

市内のボーイスカウト2団及びガールスカウト2団に
補助金を交付することにより、自然・社会体験学習
や異年齢交流の場としての事業が活発に行われる
ことを期待し、その活動を支援する。

0.02 人
非常勤
特別職

0.00 人 350 324

351

0.02 人
非常勤
特別職

0.00 人

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

社会教育法、ボーイスカウト補助金交付要綱、
ガールスカウト補助金交付要綱

180 180

H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合 A

H28年度に改善した点

無

指標名 目標設定の考え方・根拠

①部隊数

②団員加入人数 年間事業数
（1年間に実施した事業数の合計）

H28目標値が未達成の理由・分
析

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 180 180

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額

事業の目的及び具体的な内容

自然・社会体験学習や異年齢交流の場としての
事業が活発に行われることを期待し、活動を支
援しているため、年間事業数を指標とする。

H27年度目
標

0.15 人
H29年度目
標

4,459 千円 臨時職員 0.00 人 14,400人

H27実績

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

4,763千円 臨時職員 0.00 人

①442人

②53人

H28年度目
標

H28実績

今後も多くの子ども会育成会の声を聞き、
より広く活動に参加してもらえるように工夫
していく。

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

様々な生活体験・自然体験の機会を充実させ、子ど
もたちの「生きる力」を育むため、子どもの自主性に
基づく地域の子ども会活動の振興を図るために校
区を単位に支援を行い、また各校区子ども会育成
会の相互の連携・情報交換・研修及び広域的な事
業を行いながら、各校区子ども会育成会を支援して
いる所沢市子ども会育成会連絡協議会に対し、支
援を行う。

0.55 人
非常勤
特別職

0.15 人 14,200人 14,515人

14,600人 14,434人

0.52 人
非常勤
特別職

育成交付金交付要綱、所沢市子ども会育成会連絡
協議会補助金交付要綱

2,170千円 2,080千円

事業の具体的な内容及び目的
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

H28年度に改善した点

無 無

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,170千円 2,080千円

校区子ども会育成会役員の声を直接聞く
ことやアンケートをとるなどから、どのよう
な支援が効果的であるかを検討した。

目標設定の考え方・根拠

各校区の子ども会会員数

H27年度目
標 A

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

社会情勢やライフスタイルの変化により、子ども
会活動に参加できない子どもや親が増えてお
り、役員のなり手がいないなどの状況があるた
め。

所属
名称

経費

投入コスト（千円）
会
計

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額

根拠法令 H28予算現額

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

事務事業名称 事業概要（全体）

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

活動実績(H28)

成果

社会
教育
課

社会
教育
課

社会
教育
課

社会
教育
課

実施計画ランク

優先

子ども会育成事
業

期間

指標名

①「彩の国21世紀郷土かるた」
所沢大会参加者数

②5年生インリーダー研修参加
者数

子ども会会員数（子ども・育成者）H28決算額（見込み）

昭和48年度～

実施計画ランク

重要

青少年団体活動
助成事業

期間

S50年度～

実施計画ランク

重要

社会教育関係団
体補助事業

期間

Ｓ39～

実施計画ランク

重要

サマースクール助
成事業

期間

S59～

社会教育法、所沢市校区子ども会



所属
名称

経費

投入コスト（千円）
会
計

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

事務事業名称 事業概要（全体）

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

活動実績(H28)

成果

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育課長　安田　幸雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育課長　安田　幸雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育課長　安田　幸雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育課長　安田　幸雄

各地区ごとに“つどい”を開催する
ことにより、地域の人たちが新成人
を大人として地域に受け入れる式
としている。
所沢市の新成人の門出を祝福す
るとともに、21世紀の担い手として
の活躍を期待し、ふるさと所沢へ
の愛着を深めることに資する事業
であるため、今後も各地区の特性
を生かして当該事業を実施してい
く。

様々な体験を通じて「生きる力」を
育む子ども会活動はさらに重要に
なっており、活動を支えるリーダー
や育成者を養成する研修会は大き
な役割を担っていると言える。

市民参加の実行委員会が中心と
なり、子どもたちの表現活動や社
会教育体験活動を事業を幅広く開
催しており、成果指標の目標値を
毎年達成している。
学校教育の枠を超えて、こどもたち
が自分たちの感性を伸ばせる場を
より多く提供できるよう、引き続き
支援していく。

子どもの健全育成のために家庭教
育を学ぶ学習の場を提供し、学
校・保護者・地域のコミュニティ形
成と家庭における教育力の向上を
図るため継続を必要とする。 事業達成に向けての現在の課題及び

今後の課題解決に向けた取り組み

終わってみれば「やって良かった」の声が
多い家庭教育学級ではあるが、負担を考
えると敬遠されることも多い。最初から「や
る価値がある」と思ってもらえるような環境
作りができるよう今後も取り組んでいく。

各学級が抱える問題をなるべく把握し、学
校長等を通して改善を図れるようにした。

無

4,202 千円 臨時職員

近年は参加者層が低年齢化している。各
事業を通じて、こどもたちが自分の可能性
を追求し、表現意欲や知的好奇心の深化
を促進し、今後も継続して支援を行うととも
に、高学年、中学生に向けても力を入れる
必要がある。

H28その他職員
従事割合

0.49 人
非常勤
特別職

0.00 人
H29年度目
標

0.00 人

29

30

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

4,070千円 臨時職員 0.00 人 ①39日

②3218人

③7,288人

H28年度目
標

H28実績

①開催日数

②文学、イラスト応募者数

③参加者数

参加者率
（参加者数／市内児童・生徒数×100）

「あかさたな音楽祭」のワークショップに、
新たにフラダンス部門を設けた結果、参加
者の増加に繋がった。

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

社会教育法、所沢こどもルネサンス実行委員会補
助金交付要綱

3067 3,037

事業の目的及び具体的な内容
Ｓ

H28年度に改善した点

無 無

指標名 目標設定の考え方・根拠

H28目標値が未達成の理由・分
析

25 27

目標達成済

法定受託事務 法定受託＋附加 3067 3,055

H28正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

こどもたちの感性や表現力を養う文芸、イラスト、合
唱等の各種事業を実行委員会の主催で開催し、青
少年教育の振興を図ることを目的とし、年間を通じ
て各プロジェクトの開催支援や補助金の交付、開催
報告集の作成等を行う。

0.47 人
非常勤
特別職

0.00 人

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額

H27正規職員
人件費

より多くのこどもたちの成長を促すため、参加率
を指標としている。
目標値としては、前年より増やすことを目標とし
たい。

H27年度目
標

H27実績

27

自治事務

0.13 人
非常勤
特別職

0.00 人
H29年度目
標

1,115 千円 臨時職員 98%

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

1,299千円 臨時職員 0.00 人

①53人

②641人

H28年度目
標

H28実績

研修会開催の日程について、学校行事と
重ならないよう、調整して日程を設定し、多
くの人が参加できるようにしていく必要が
ある。

H28その他職員
従事割合

H28正規職員
人件費

H28目標値が未達成の理由・分
析

市内小学校5・6年生を対象とした「5年生・6年生イン
リーダー研修会」、中学生・高校生を対象とした
「ジュニアリーダー養成講座」、育成者を対象とした
「子ども会育成者研修会」を行っている。

0.15 人
非常勤
特別職

0.00 人 100% 82%

目標達成済

0.00 人

98%

前年度のアンケートの結果をもとに、参加
者のニーズに応えられるような内容となる
ように工夫をした。

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

社会教育法 261千円 187千円

事業の目的及び具体的な内容
H27その他職員
従事割合 S

H28年度に改善した点

無 無

指標名 目標設定の考え方・根拠

①5年生インリーダー研修会参
加者数

②子ども会育成者研修会地域
研修会参加者数

5年生インリーダー研修会の満足度

98%

参加者へのアンケート（研修会に参加して良
かったと回答した人の割合）

H27年度目
標

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 261千円 187千円

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額

H27正規職員
人件費

H27実績

0.25 人
非常勤
特別職

0.00 人
H29年度目
標

2,144 千円 臨時職員 72

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

2,165千円 臨時職員 0.00 人 ①2,342
H28年度目
標

H28実績

地域の小中学校出身者が中心となってつ
どいを企画しているが、転入者や私立学
校出身者に対して配慮していく必要があ
る。

H28その他職員
従事割合

H28正規職員
人件費

H28目標値が未達成の理由・分
析

地域社会の中で新成人の門出を祝福するとともに、
成人としての自覚を促し21世紀の担い手としての活
躍を期待し、ふるさと所沢への愛着を深めることを
目的とし、各公民館を中心に市内11行政区ごとに組
織された「所沢市○○地区成人のつどい実行委員
会」による分散方式で実施する。式典（各地区共通）
と各地区で工夫したパーティ等のつどいを開催す
る。

0.25 人
非常勤
特別職

0.00 人 72 69

毎年、対象者が変わるので、出席率は流動的で
ある。成人式についての更なるＰＲが必要であ
る。

0.00 人

67

毎年、別の会場に参加したいとの問い合
わせが多く来るため、案内状に「会場を指
定していますが、ご希望の会場にご参加
いただけます。（本状をご持参ください）」の
一文を加えた。

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

国民の祝日に関する法律
成人のつどい実行委員会交付金交付要綱

4408 4,362

事業の目的及び具体的な内容
H27その他職員
従事割合 A

H28年度に改善した点

無 無

指標名 目標設定の考え方・根拠

①出席者数
市全体の出席者数
（出席者/対象者×100）

72

より多くの人に出席してもらうため、出席率を指
標としている。

H27年度目
標

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 4408 4,362

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額

H27正規職員
人件費

H27実績

18.3

0.55 人
非常勤
特別職

1.70 人
H29年度目
標

4,716 千円

目標達成済18

4,763千円 臨時職員 0.00 人 ①3,119人

②385回

③6,600部

H28年度目
標

5,981 5,884

H27実績

臨時職員 0.00 人 18

家庭教育等について学ぶ機会を保護者等に提供す
るため家庭教育学級を実施する。保護者が家庭を
見直し、子育てに自信を持って取り組むきっかけと
するために、就学時健診等の機会を利用した子育
て講座を実施したり、啓発リーフレットを作成して配
布する。

0.55 人
非常勤
特別職

1.70 人 18 17.9

H28実績

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

Ｓ

H28年度に改善した点

無

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 5,981

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

5,874

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

教育基本法、社会教育法、家庭教育学級開設委託要綱

目標設定の考え方・根拠

①小中学校学級生数

②講座数

③啓発リーフレット配布数

1学級あたりの講座実施時間数 家庭教育学級事業委託要綱

H27年度目
標

H28目標値が未達成の理由・分
析

社会
教育
課

社会
教育
課

社会
教育
課

社会
教育
課

実施計画ランク

重要

家庭教育推進事
業

期間

昭和39年度～

実施計画ランク

重要

成人のつどい開
催事業

期間

S21～

実施計画ランク

重要

青少年教育地域
指導者研修事業

期間

昭和52年度～

実施計画ランク

重要

所沢こどもルネサ
ンス開催支援事
業

期間

H2年度～



所属
名称

経費

投入コスト（千円）
会
計

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

事務事業名称 事業概要（全体）

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

活動実績(H28)

成果

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育課長　安田　幸雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育課長　安田　幸雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

教育センター所長　米澤　三八子

項目名

■ □ □

実績

評価者

松井まちづくりセンター長　森田喜良

100%

100%
事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H28年度に改善した点

100%

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

100%

0.23 人
非常勤
特別職

　開催地である小手指公民館周辺の幼稚
園や保育園等、チラシの配布先を精査し
たことで、参加者の増加に繋がった。

1,992千円 臨時職員 0.00 人

① 8団体

② 328人

H28年度目
標

H28実績

H29年度目
標

H27年度目
標

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

社会教育法・ところざわ人形劇フェスティバル実行
委員会補助金交付要綱

310

参加を希望する個人または団体から実行委員会を
組織し、実行委員会では自主的な企画を行う。
人形劇を通して子どもたちの夢や希望、情操を育
て、感受性をはぐくみ、青少年教育の振興を図る。

事業の目的及び具体的な内容

1,972 千円 臨時職員 0.00 人

A

毎年、各地の公民館を巡回して実
施している人形劇フェスティバル
は、子どもたちの豊かな感受性や
想像力を育み、本市青少年教育に
寄与している。今後も趣向を凝らし
ながら継続して実施していく必要が
ある。

0.00 人

H28目標値が未達成の理由・分
析

①参加団体数

②入場者数

入場者の満足度
当日の参加者のアンケート結果を指標とする。
作品の内容や運営など、様々な視点から精査す
る。

100%

H27実績

目標達成済

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 310

指標名

310

0.23 人
非常勤
特別職

社会
教育
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額

H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

期間

ところざわ人形劇
フェスティバル開
催支援事業

無

目標設定の考え方・根拠

0.00 人 無

当事業は、人形劇を通して子どもたちの豊
かな感受性や想像力を育むものであり、
実際の公演を肌で感じ感性を養う貴重な
機会となっている。また、アマチュアの人形
劇団が一堂に会し公演するため、入場者
だけでなく参加する各劇団にとっても活動
の刺激となる貴重な機会であり、今後も継
続して行う必要がある。

利用者の高齢化に伴い、自宅引き
こもり等を防止するため、現在実施
している事業を更に充実させる。

H29年度目
標

H28実績

H28その他職員
従事割合

Ｓ29～ 7,718 千円

①25件

②573件

③532件

H28年度目
標

100%

0.00 人 100% 90%

松井公民館主催
事業

根拠法令

H28正規職員
人件費

無事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

今後も更に多くの方に参加をしてもらうた
め、来館者に対する声かけや、公民館だ
より等を活用し幅広く周知をすることが必
要である。また、子ども対象事業について
は、地区内の各学校のポスター掲示やチ
ラシの配付を依頼することにより参加者の
増加を目指す。

高齢者の体力増進と健康維持を目的とし
た、健康体操（松井とこしゃん体操教室）を
毎月２回実施し、高齢者同士の交流を図っ
ている。

目標達成済

9,093千円 臨時職員

90%

0.90 人
非常勤
特別職

0.80 人

H28目標値が未達成の理由・分
析

市民の学習要求に基づき、実生活に即する教育、
学術、文化に関する各種事業を実施することによ
り、教養の向上、健康増進、生活文化の振興、社会
福祉の増進を目的とする。内容は次の通り。①職員
あるいは市民を交えた企画準備会・実行委員会に
よる事業の企画・立案、運営方法を等を検討する。
②生涯学習情報紙及び公民館だより、チラシ等を活
用して参加者を募集する。③事業終了後は、学習
記録や参加者の意見、感想等を取りまとめ、次年度
へ向けての検討材料とする。

1.05 人

H28年度に改善した点

有

0.00 人

臨時職員 0.80 人 100%

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額

非常勤
特別職

A

H28予算現額 H28決算額（見込み）

及び管理条例・所沢市立公民館設置及び管理条例
施行規則

1,646

貸出件数

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H27年度目
標

H27実績

H27決算額 目標設定の考え方・根拠

1,510

1,608

本事業は、野外で絵を描く機会や
家族をふれあう場を提供するだけ
でなく、行政・協賛企業（民間）・実
行委員会（ボランティア）・学校の連
携によって実施されていることに大
きな意義がある。また、大会参加
者数は、児童数が減少しているな
かで、毎年2,000人を超えており、
今後も継続して実施していく。

310

31

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

　16mm映写機・フィルムの貸出件数は減
少傾向にあるものの、福祉施設や公民
館、学童クラブ等からの要請があるため、
社会教育の観点からも、現状の規模で継
続していく。

H27実績

H28実績

　高画質・低価格のビデオプロジェクタが普及
し、貸出件数が減少した。

40

参加者の満足度割合

1,372 千円 臨時職員 0.00 人 40

臨時職員

主催事業に係る参加人数を基本に、事業に対す
る満足度を向上させる。

0.16 人 0.00 人

0.00 人

0千円

法定受託事務

0.00 人
①　　　4件

②　　27件

H28年度目標

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

事業の目的及び具体的な内容

466

H27正規職員
人件費 B

H28目標値が未達成の理由・分
析

【目的】①視聴覚教材・機材を活用した教育活動の
支援②市民の学習意欲に応えるための視聴覚教
材・機材の提供
【内容】①視聴覚教材・機材の収集、整備及び貸出
し②視聴覚教育についての研修、調査及び研究③
視聴覚教育の振興を図るための必要な事業

0.00 人
非常勤
特別職

非常勤
特別職

①16mm映写機

②16mmフィルム 16mm映写機及びフィルム

215自治事務

無

214

事業の種別

一
般

H27予算現額

H28決算額（見込み）

無

指標名 目標設定の考え方・根拠

40 48

H27年度目標

　16mm映写機・フィルムを維持管理すると
ともに、福祉施設や公民館等への貸出要
請があるため、引き続き実施する。

H28年度に改善した点

H29年度目標

　視聴覚センターとしての役割を果
たすために、資料の収集や整理、
広報を確実に行っていくことで、各
学校における授業の充実、教員の
研修に役立てている。

H27決算額

H27その他職員
従事割合

根拠法令 H28予算現額

所沢市立視聴覚センター設置及び管理条例 437

法定受託＋附加

0.00 人
H29年度目
標

4,373 千円 臨時職員 0.00 人 93

子どもたちが野外で絵を描くことによって、自然の美
しさや物の形のおもしろさに親しみ、美しいと感じる
心や表現力を育てることを目的に、西武園ゆうえん
ち及び株式会社サクラクレパスの協賛を得て、所沢
市子ども写生大会を実施する。また、入賞作品展及
び巡回展を開催する。

0.45 人
非常勤
特別職

0.00 人 91 91

3,897千円 臨時職員 0.00 人 ①1,541枚

②1,368人

③928人

225 225

現在、入賞作品の外部展示として、西武園
ゆうえんち内での展示とサクラクレパスの
ホームページでの作品公開を行っている
が、これを大会参加者数の増加につなげ
られるよう、実行委員会と広報等の工夫に
ついて協議を進めていきたい。

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28目標値が未達成の理由・分
析

H28年度目
標

H28実績

0.51 人
非常勤
特別職

H28年度に改善した点

無

指標名 目標設定の考え方・根拠

①作品数

②参加者数（子ども）

③参加者数（高校生・一般）

作品提出率（子ども）
（提出作品数／参加者数×100）

目標達成済96 96

平成26年度に、作品を通じて描いた子ども
と実行委員との対話がなされるよう、「審査
員からのコメント」をつけるようにしたところ
であるが、これをさらに推し進めて、描いた
子どもから審査員に向けてのメッセージで
ある「ここをみて！」欄を画用紙裏面に追
加した。

H27予算現額 H27決算額

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合 A

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

社会教育法、文化芸術振興基本法
所沢市子ども写生大会実行委員会交付金交付要

無

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 225 225

事業の種別

一
般

より多くの子どもたちに参加してもらえるよう、作
品提出率を指標とする。
毎年90％を超えることを目標とする。

H27年度目
標

H27実績

重要

期間

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 1,547

社会
教育
課

視聴
覚セ
ン

ター

松井
まち
づく
りセ
ン

ター

指標名

①年間事業数

②アンケート回答件数

③「満足」及び「ある程度満足」
の回答を得た件数

実施計画ランク

重要

子ども写生大会
開催事業

期間

昭和61年度～

実施計画ランク

平成4年度～

重要

視聴覚教材・資材
貸出事業

期間

S57年度～

社会教育法・所沢市立公民館設置



所属
名称

経費

投入コスト（千円）
会
計

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

事務事業名称 事業概要（全体）

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

活動実績(H28)

成果

項目名

■ □ □

実績

評価者

松井まちづくりセンター長　森田喜良

項目名

■ □ □

実績

評価者

富岡まちづくりセンター長　斉藤洋一

項目名

■ □ □

実績

評価者

富岡まちづくりセンター長　斉藤洋一

項目名

■ □ □

実績

評価者

小手指まちづくりセンター長
　　　　　　　　　　　　　佐藤　尊之

社会教育法、所沢市立公民館設置

80%

概ね目標値に達成しているもの
の、各事業個別ではバラつきも見
られたことから、市民のニーズを把
握しより多くの参加者の満足が得
られる事業の実施を目指す必要が
ある。
このため、市民を交えた企画準備
委員会や実行委員会を積極的に
活用し、より充実した事業を実施す
るように進めたい。

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

H28実績

Ｓ26年度～ 12,005 千円

期間 0.50 人
非常勤
特別職

0.25 人
H29年度目
標

S45年度～ 4,288 千円 臨時職員 1.65 人

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

3,724千円 臨時職員 2.10 人
①25,466区分

②5,780区分

③19,541区分

H28年度目
標

H28実績
引き続き、より快適で活動しやすい環境づ
くりのための施設修繕等を積極的実施し、
利用者数の向上を図るとともに、利用サー
クル数の増加に向けて事業を検討してい
く。

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

集団による各種学習活動の場として施設を適用す
ることにより、住民の知識・教養の向上を図り、生涯
学習社会・地域社会の構築することを目的とし、公
民館事業に支障のない範囲で、地域・学校・社会教
育関係団体等に施設提供を行っている。利用申請
方法は、窓口申請・予約システム端末・インターネッ
トによる予約手続きが可能となっている。また、利用
予約の拡大を図るため、一定の利用制限（時間制
限）を設けている。なお、本公民館の提供する部屋
数は、多目的ホールをはじめ11部屋となっている。

0.43 人
非常勤
特別職

0.30 人 80% 24%

80% 23%

及び管理条例、所沢市公民館設置及び管理条例施
行規則、所沢市地区体育館条例

25,540 23,067

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

H28目標値が未達成の理由・分
析

目標未達成

利用サークル数が減ってきていることもあり、部
屋の利用率が上がらなかった。

無

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 26,626

目標設定の考え方・根拠

Ｃ

利用者の高齢化に伴い、団体登録
しているサークル数が減ってきて
いることもあり、施設の利用率が上
がらなかった。
今後は、より利用しやすい施設の
仕組みづくりが必要と考える。

H28年度に改善した点

無

年間施設稼働率（公民館）
（年間延べ利用区分数÷年間利用可能区分数
×100）

公民館施設は住民の生活文化の振興、社会福
祉の増進に寄与することが目的の施設のため、
施設がどれだけ住民に利用されているかを図
る。

より快適で活動しやすい環境づくりのため
施設修繕に取り組み、使いやすい環境を
整えることができた。

H27年度目
標

H27実績

富岡
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額

公民館施設提供
事業

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

Ｓ45～ 4,716 千円 臨時職員

事業参加者の全てが満足いく事業
が行えなかったが、昨年度に比べ
満足度が高くなっているので、引き
続きアンケート調査を行い、利用者
の満足できるような事業を実施して
いく。

100%

H28その他職員
従事割合

100%

5,402 千円

3.20 人
①２５，４６３

②１２，１９４

③

H28年度目
標

H28実績

まちづくりセンター敷地内駐車場の駐車ス
ペースを表示する白線が鮮明でなく事故
につながる恐れがあるため修復の必要が
ある。期間 0.55 人

非常勤
特別職

0.00 人
H29年度目
標

①年間利用可能区分数（公民
館）

②年間延べ利用区分数

③

サークルによる各種学習活動の場として施設を提
供することによって、住民の知識・教養の向上を図
り、生涯学習社会の構築を目指すことを目的とす
る。施設利用申請にあたっては窓口申請以外にも、
公共施設案内・予約システムを導入し、端末やイン
ターネットによる予約が可能になっている。さらに予
約システムを再構築し、携帯電話からの予約手続き
を可能とするなど、迅速化、効率化を図った。また、
利用予約の際は、利用機会の拡大を図るため一定
の利用制限を（時間制限）を設けている。

0.55 人
非常勤
特別職

0.00 人

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

3.20 人

4,763千円 臨時職員

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 27,523 28,025

H28目標値が未達成の理由・分
析

80% 56%

48%

無

80%

サークル加入者の高齢化等を理由に、登録を廃
止するサークルが増え、利用実績が減少し目標
値に達しなかった。また、当センターには茶道専
用の茶室があり一年をとおして利用者が極端に
少ないのも目標値に達しない大きな理由と思わ
れる。

80%

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

26,344

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

無

年間施設稼働率
利用者を確保するため、施設修繕や安全点検を
充実させる。

共用スペースである学習コーナーの一部
を、展示パネル収納場所として使用してい
たが、利用者にとって危険であることから、
施錠可能な収納場所を新に設けたことで
安心して利用できるスペースとなった。

H27年度目
標

H27実績

指標名 目標設定の考え方・根拠

C

H28年度に改善した点

松井
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額

松井公民館施設
提供事業

根拠法令 H28予算現額

施設を改善したことにより、多くの
市民が安全で安心して施設利用で
きるようになった。

H28決算額（見込み）

及び管理条例・所沢市立公民館設置及び管理条例
施行規則

26,468

H27決算額

非常勤
特別職

98% 98%
事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

アンケートの結果を踏まえ、実行委員等で
事業内容を十分検討し事業を開催してい
く。

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

92%

14,289千円 臨時職員 3.15 人

非常勤
特別職

H29年度目
標

H28年度目
標

公民館主催事業

①４６

②４９９

③４６１

99%臨時職員 2.55 人

　市民の学習要求に基づき、教養の向上、健康の
増進、生活文化の振興、社会福祉の増進を図るた
め、実際生活に即する教育・学術及び文化に関する
各種事業を実施する。
　市民を交えた企画準備委員会及び実行委員会を
設置し、事業の内容を検討する。広報紙などを利用
し、参加者の募集を行う。事業終了後、学習の記録
や参加者の意見・感想をまとめ、次年度へ向けての
検討材料とする。

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

根拠法令 H28予算現額

社会教育法

期間 1.40 人

1.65 人

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 6,837

1,069

無

アンケート結果及び実行委員等の意見を
活かし、事業内容の見直しを行うとともに、
新規事業を増やした。、小手

指ま
ちづ
くりセ

ン
ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額

「満足」及び「ある程度満足」と回答を得た件数
÷アンケート回答件数×１００

H27その他職員
従事割合

H27年度目
標

目標設定の考え方・根拠

Ｂ

H28年度に改善した点

有

各事業の参加者には、アンケートの提出を協力
いただき、回収件数が昨年度までより大幅に増
えたが、その分様々な意見が出たため、実績と
しては昨年度を下回った。

99%

参加者の満足度割合

H27決算額

6,682

① 主催事業数
② 事業参加者に対する5段階
評価アンケートの実施
③ アンケート結果の分析

指標名

指標名

H28決算額（見込み）

806

25,236 ①年間利用可能区分数（公民
館）
②年間利用区分数（公民館）
③年間利用区分数（地区体育
館）

H28予算現額

H29年度目
標

臨時職員

①41事業

②537件

③497件期間 0.63 人
非常勤
特別職

0.45 人

S31年度～ 臨時職員 1.20 人

非常勤
特別職

H28年度目
標

1.60 人

公民館主催事業

根拠法令

8,054千円

93%

新規事業を実施し、多様化するニーズに
対応した。

H27年度目
標

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

目標未達成

新規事業も開催したが、利用者の求めるも
のに応えられなかった。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

目標設定の考え方・根拠

H28実績

利用者の求めるものを把握するため、引き
続きアンケートを実施し、分析していくこと
が必要。

H28決算額（見込み）

社会教育法・所沢市公民館設置及び管理条例・所沢市公民館設
置及び管理条例施行規則・所沢地区体育館条例 2,738 2,636

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H28年度に改善した点

有 無

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 3,363
①主催事業数（年間事業数）
②事業参加者に対するアン
ケートの実施（アンケート回答件
数）
③アンケート結果の分析（「満
足」及び「ある程度満足」と回答
を得た件数）

参加者の満足度割合
（「満足」及び「ある程度満足」と回答を得た件数
÷アンケート回答件数×100）

Ｂ
市民の学習要求に基づき、教養の向上・健康の増
進・生活文化の振興・社会福祉の増進を図るため、
実際の生活に即する教育・学術及び文化に関する
各種の事業を実施することを目的に、①職員サイド
による企画立案、あるいは市民を交えた企画準備
委員会・実行委員会等を設置し、事業内容を検討。
生涯学習情報紙及び公民館だよりを活用して参加
者を募集する。②事業終了後は、学習の記録や参
加者の意見・感想等をとりまとめ、次年度へ向けて
の検討材料とする。③体育館が併設されている特
徴を活かし、健康体操教室や体育事業にも積極的
に取り組んでいる。

0.93 人 0.50 人 100%

3,353

89%

社会教育法により、多様な需要を踏まえ、これに
適切に対応するために必要な学習の機会の提
供及びその奨励を行うことにより、生涯学習の振
興に寄与することが目的のため、どれだけ参加
者が満足した事業を提供できたかを図る。

H27その他職員
従事割合

H28正規職員
人件費

指標名事業の種別 H27予算現額 H27決算額実施計画ランク

富岡
まち
づく
りセ
ン

ター

社会教育法・所沢市立公民館設置



所属
名称

経費

投入コスト（千円）
会
計

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

事務事業名称 事業概要（全体）

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

活動実績(H28)

成果

項目名

■ □ □

実績

評価者

小手指まちづくりセンター長
　　　　　　　　　　　　　佐藤　尊之

項目名

■ □ □

実績

評価者

小手指まちづくりセンター長
　　　　　　　　　　　　　佐藤　尊之

項目名

■ □ □

実績

評価者

山口まちづくりセンター長 　仲正之

項目名

■ □ □

実績

評価者

山口まちづくりセンター長 　仲正之

事業の目的及び具体的な内容

2.05 人 ①13845

②6445

③

H28実績

H28正規職員
人件費

期間 0.30 人
非常勤
特別職

H29年度目
標

S45～ 2,573 千円 臨時職員 1,95

公民館施設提供
事業

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

社会教育法、市立公民館設置及び管理条例 23,632

目的　施設を提供することにより、住民の知識・教養
の向上を図り、生涯学習社会の構築を目指す。
内容　①施設に加え、各種備品の貸出をしている。
②公共施設予約システムを採用し、事務室窓口の
他、ロビー端末やインターネットからも施設予約を受
付けている。③利用の予約にあたっては、利用機会
の拡大と均衡を図るため一定の利用制限(時間的
制限)を設けている。

0.65 人
非常勤
特別職

29,525 23,730 ①年間利用可能コマ数

②年間使用コマ数

③

年間施設稼働率(年間使用コマ数÷年間利用可
能コマ数×100)

施設運営において施設稼働率は最も客観的指
標。成果目標は高めに設定していたが、29年度
は少し下げた数値に設定。

H28その他職員
従事割合

5,629千円

無
H27実績

利用サークルの高齢化や利用者ニーズが捉え
きれていないことがあげられる。

22,304

80 47

60

H27その他職員
従事割合

サークル、他施設(ミューズ等)共催事業を
行なう等、利用率を上げる努力をした。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

利用者の高齢化によるサークルの減少等
利用率が上がらない要因として考えられ
る。
利用を増やすために、夏休中の空き部屋
を小中学生の自習室として一部開放する
ことや、新たな自主事業、共催事業実施等
に取組む。

目標設定の考え方・根拠

B

施設稼働率を上げるためには、
サークルの利用任せにしては上
がっていかない。新たな着想で取
り組む必要もある。

H28年度に改善した点

無

H28目標値が未達成の理由・分
析

山口
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

昭和60年度～ 10,719 千円 臨時職員 0.20 人

参加者のニーズを充足させようと
努めているが事業内容を工夫し、
参加者の興味を更にそそるような
事業を工夫していく必要がある。

無 無

年間延べ利用区分数÷年間利用可能区分数×
１００

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

80% 58%

80%

期間 1.25 人
非常勤
特別職

H29年度目
標

臨時職員 0.30 人 ①１５，７７６区分

②　９，１６６区分

③

H28年度目
標

H28実績

開館から30年以上経過し、設備や備品の
経年劣化が目立つことから、定期点検を
実施し、安全な施設環境を保持していきた
い。

Ｂ

市民の集団学習活動の場として、
ある程度の目的達成は果たしてい
るが、目標である施設稼働率は伸
び悩んでいる。小手指公民館分館
は立地条件は良いが、駐車場が狭
く施設の老朽化が進むとともに、
ホールが２室ある一方、小会議室
のように６～７名でしか利用できな
い部屋があり、他の公民館と施設
構成が異なることなど様々な要因
が考えられる。予算の可能な範囲
で設備のメンテナンスを行い、安心
安産で快適に利用いただけるよう
に施設の充実に努めるとともに、
様々な情報発信を心掛ける。

H28年度に改善した点

H27年度目
標

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

　集団による各種学習活動の場として施設を提供す
ることによって、住民の知識・教養の向上を図り、生
涯学習社会の構築を目指す。
　所沢市立公民館設置及び管理条例第5条に基づ
き、公民館事業に支障のない限りで自治会、ＰＴＡな
どの市民集会や社会教育団体等の活動の場とし
て、公民館施設を提供する。

1.00 人
非常勤
特別職

80% 59%

8,660千円

① 年間利用可能区分数（公民
館）

② 年間利用区分数（公民館）

③

年間施設稼働率（公民館）

目標設定の考え方・根拠

H28決算額（見込み）

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例・
同施行規則、所沢市地区体育館条例

26,598 19,669

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 25,751 18,908
正面玄関のタイルを補修して利用者の安
全性を高めた。和室２部屋の畳表替えと障
子張替えを行い利用者の利便性を高め
た。トイレ紙巻器を交換して利用者の利便
性を高めた。

ホール、音楽ホールが絨毯敷きのため、また小
会議室１・２号が６～７名定員と手狭なため、使
用用途が限定されてしまい利用率が伸びない。
今後、改修等で使いやすい部屋にしていく必要
がある。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

80%

小手
指ま
ちづ
くりセ

ン
ター

実施計画ランク

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

小手指公民館分
館施設提供事業

根拠法令

期間 0.75 人
非常勤
特別職

H29年度目
標

　集団による各種学習活動の場として施設を提供す
ることによって、住民の知識・教養の向上を図り、生
涯学習社会の構築を目指す。
　所沢市立公民館設置及び管理条例第5条に基づ
き、公民館事業に支障のない限りで自治会、ＰＴＡな
どの市民集会や社会教育団体等の活動の場とし
て、公民館施設を提供する。

H28予算現額

昭和45年度～ 6,431 千円 臨時職員 0.20 人

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

7,794千円 臨時職員 0.20 人 ①１３，８０４区分

②　６，７２２区分

③１３，８８２区分

車での来館者が多く、駐車場が手狭なた
め、非常に込み合っていることが多い。
公共交通機関での来館をより一層徹底す
るなど駐車場対策の検討が急務である。

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28目標値が未達成の理由・分
析

0.90 人
非常勤
特別職

80%

公民館施設提供
事業

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例・
同施行規則、所沢市地区体育館条例

26,600

① 年間利用可能区分数（公民
館）

② 年間利用区分数（公民館）

③ 年間利用区分数（地区体育
館）

重要 法定受託＋附加

無

市民の集団学習活動の場として、
ある程度の目的達成は果たしてい
るが、目標である施設稼働率は伸
び悩んでいる。施設の設備、立地
条件など様々な要因が考えられる
が、予算の可能な範囲で設備のメ
ンテナンスを行い、安心安産で快
適に利用いただけるように施設の
充実に努めるとともに、様々な情報
発信を心掛ける。

H28年度に改善した点

無

年間施設稼働率（公民館）

50%

公民館登録団体の減少により公民館利用率が
下がっている。
また、未登録団体の利用も増えていない。

80% 49%

目標設定の考え方・根拠

Ｂ

21,555

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

H28年度目
標

H28実績

自治事務 法定受託事務 27,328 22,989

利用者が、快適に学習できるよう、学習室
の備品である、椅子を入れ替えた。
今後も、点検をしたうえで、老朽化した備
品の購入を随時行っていきたい。

H27年度目
標

H27実績

小手
指ま
ちづ
くりセ

ン
ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

指標名

H27年度目
標

4780

H28年度目
標

100

臨時職員

H27正規職員
人件費

0.61 人
非常勤
特別職

H28年度目
標

97.5

0.20 人
非常勤
特別職

H29年度目
標

S22～ 1,715 千円 臨時職員 0.92 人 100

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

2,597

5,283千円 臨時職員 0.95 人 ①181回

②80件

③78件

H28実績

H27年度目
標

H27実績

ニーズ把握のための共通利用者アンケー
トを実施する。

無

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,775

根拠法令 H28予算現額

H28目標値が未達成の理由・分
析

94

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

100

目的　市民の学習要求に基づき各種講座を展開
し、市民の知識教養の向上を図るとともに生涯学習
社会の構築を目指す。
内容　第4次所沢市生涯学習推進計画に基づき、重
点的に取り組む事項に即した各種事業を展開して
いく。各種学級・講座・イベント・つどい事業を実施し
系統的な学習機会と住民相互の交流の場を提供す
る。地域住民のさまざまな学習・文化・スポーツ活動
を支援する。

事業の目的及び具体的な内容

参加者のニーズを完全には捉えきれていない。

H28決算額（見込み）

社会教育法、市立公民館設置及び管理条例 2,570 2,252

H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

①年間事業回数

②アンケート回答件数

③事業内容に対してプラス評価
の回答を得た件数

事業参加者の満足度(事業内容に対してプラス
評価を得た件数÷アンケート件数×100)

H28年度に改善した点

年間延べ利用区分数÷年間利用可能区分数×
１００

目標設定の考え方・根拠

B

参加者が充足感を得られているか確認するた
め、アンケートを実施し、プラス評価の割合が
100％となることとした

有

サークルとの共催でフォークダンス教室事
業を行った。

山口
まち
づく
りセ
ン

ター

公民館主催事業

期間



所属
名称

経費

投入コスト（千円）
会
計

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

事務事業名称 事業概要（全体）

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

活動実績(H28)

成果

項目名

■ □ □

実績

評価者

センター長　比留間　嘉浩

項目名

■ □ □

実績

評価者

センター長　比留間　嘉浩

項目名

■ □ □

実績

評価者

柳瀬まちづくりセンター長　鈴木　明彦

項目名

■ □ □

実績

評価者

柳瀬まちづくりセンター長　鈴木　明彦

市民の学習要求に基づき各種講座を展開し、市民
の知識･教養の向上を図ると共に生涯学習社会の
構築を目指す。職員の企画・立案、あるいは市民を
交えた企画準備委員会等を設置し、事業内容を検
討する。生涯学習情報紙等を利用して参加者を募
集する。事業終了後は、学習の記録及び参加者の
意見・感想を取りまとめ、次年度へ向けての検討材
料とする。地域コミュニティ関連の事業を中心に講
座、イベント等を開催する。

設置及び管理条例、所沢市立公民館設置及び管理
条例施行規則、所沢市まちづくり条例及び施行規則

事業の目的及び具体的な内容

事業の種別

社会教育法、所沢市立公民館

社会教育法、所沢市立公民館設

社会教育法、所沢市立公民館設

2.70 人

H28実績

施設に不具合が生じたら速やかに施設修
繕を行う。また施設の貸し出しについて他
館と情報共有を行い、施設ごとで貸し出し
基準の相違が起こらないようにする。

H28正規職員
人件費

期間 0.60 人
非常勤
特別職

0.30 人
H29年度目
標

S46～

40 33

40

活動休止となったサークルがあったことや、28年
度に行った屋根及び外壁工事の関係で、施設を
使用できない期間があったため。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

6,755千円 臨時職員 2.70 人 ①13,571

②4,429

③3,375

H28年度目
標

H27年度目
標

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

集団による各種学習の場として施設を提供すること
によって、住民の知識、教養の向上を図り、生涯学
習の構築を目指す。

0.78 人
非常勤
特別職

0.30 人 40 35

H28その他職員
従事割合

公民館施設提供
事業

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

置及び管理条例、 所沢市立公民館設置及び管理
条例施行規則

27,947 25,667

事業の目的及び具体的な内容

社会教育法、所沢市立公民館設

目標設定の考え方・根拠

B

施設備品が傷み、修繕・買い替え
が必要な箇所があり、引き続き利
用者に安全で快適に施設を利用し
てもらうため、最低限現状どおりの
予算の確保が必要である。

H28年度に改善した点

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 28,428

柳瀬
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別 H27予算現額 H27決算額

H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

5,145 千円 臨時職員

①年間利用可能区分数（公民
館）

②年間利用区分数（公民館）

③年間利用区分数（地区体育
館）

年間施設稼働率（公民館）

前年度実績をもとに、集団による各種学習の場
として適切な施設提供を行い、より多くの地域住
民が学習の場として利用できるよう、目標を設定
する。

無

施設が建てられてから20年以上が経過
し、不具合が生じている箇所もあり、施設
の点検を徹底して行った。また、地域住民
に対し、月曜日の開館について周知を行っ
た。

無

指標名

S46年度～

24,927

期間 0.60 人
非常勤
特別職

0.00 人
H29年度目
標

5,145 千円 臨時職員 3.30 人

集団による学習活動の場として施設を提供すること
により、市民の知識・教養の向上を図り、生涯学習
社会の構築を目指す。施設の利用申請は、平成11
年度からは、公共施設案内・予約システムを導入
し、ロビー端末機等による予約手続きが可能とな
り、平成18年,25年と予約システムを更新し、イン
ターネットの利用も可能となっている。利用予約の
際は、特定の団体の独占を回避し、市民の利用拡
大を図るため、一定の利用制限（時間制限）を設け
ている。

臨時職員 4.65 人 ① 35,488回

② 17,645回

③

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

80

80

H28年度目
標

公民館施設提供
事業

32,200 30,524

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

0.52 人
非常勤
特別職

0.00 人

4,503千円

H28目標値が未達成の理由・分
析

高齢化率の高い地域である事と、交通の便が悪
い事も有り、夜間の利用が少ないため、稼働率
が上がらないことが考えられる。今後も、若年層
の利用の拡大が必要である。

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 32,460 32,019

無

集団による学習活動の場として施設を提供する
ことにより、生涯学習社会の構築を目指すことが
当該事業の目的となっているため年間施設稼働
率を指標とする。目標値としては、前年より増や
すことを目標としたい。

利用マナーの理解・周知を図るとともに、
照明のＬＥＤ化など施設環境の整備や整
理整頓を進め、より利用しやすい快適な施
設を目指した。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

地域や利用団体と協力しながら、より分か
り易い地域情報の提供と快適な施設を提
供できるよう、施設環境の整備に努める。

年間施設稼働率（公民館）（％）
(年間延べ利用区分数÷年間利用可能区分数
×１００)

H27年度目
標

80

目標設定の考え方・根拠

C

成果指標の目標値に達成するよ
う、貸し出し手続きの改善を図る。
一方で、まもなく施設が開館して30
年が経過し、施設設備の経年劣化
が起きていることから、計画的に修
繕をしながら、利用しやすく、さらな
る安全な環境を維持するよう努め
ていきたい。

H28年度に改善した点

有
H27実績

52

50

H28実績

H27決算額

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

設置及び管理条例、所沢市立公民館設置及び管理
条例施行規則、所沢市まちづくり条例及び施行規則

指標名

①年間利用可能区分数
   （公民館）

②年間利用区分数（公民館）

③

吾妻
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額

柳瀬
まち
づく
りセ
ン

ター

0.91 人
非常勤
特別職

0.70 人
H29年度目
標

S46年度～ 7,803 千円 臨時職員 0.60 人

期間

11,691千円 臨時職員 0.60 人 ①年間事業数　27

②アンケート回答件数　166

③「満足」及び「ある程度満足」
と回答を得た件数　163

H28年度目
標

H28実績

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

99

100

公民館主催事業
事業の目的及び具体的な内容

H27正規職員
人件費

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

①職員による事業の企画・立案、あるいは市民・公
民館利用団体を交えた企画準備会または実行委員
会により、事業の企画・立案、運営方法等を検討す
る。
②生涯学習情報紙及び公民館だより、チラシ等を活
用して参加者を募集する。
③事業終了後は、学習の記録や参加者の意見・感
想等をまとめ、次年度の検討材料とする。

1.35 人
非常勤
特別職

0.70 人 100

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 3,558 2,991

H28決算額（見込み）

2,915

講座内容をこれまでのものから変えずに開催し
たところ、参加者の満足度を満たせる内容では
なかったため。

100

①主催事業

②事業参加者に対する５段階
評価アンケートに実施

③アンケート結果の分析

過去に、募集人員に対し参加者が少な
かった講座を廃止し、新たな講座を企画、
実施した。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

地域資源を活用する事業や地域団体や市
役所の部署と連携した事業を企画してい
く。

前年度に対し実績が向上したこと
については、事業内容の見直しを
行い、参加者の満足度が高い事業
を実施することができた。

指標名実施計画ランク 事業の種別 H27予算現額 H27決算額

根拠法令 H28予算現額

置及び管理条例、 所沢市立公民館設置及び管理
条例施行規則

3,219

H27その他職員
従事割合

目標設定の考え方・根拠

A

参加者の満足割合
事業参加者の満足割合から、実際生活に即す
る教育、学術及び文化に関する各種事業を、企
画・立案し開催できているか、推し量るもの。

無

96

H27年度目
標

H28年度に改善した点

有

期間 0.30 人
非常勤
特別職

0.00 人
H29年度目
標

S30年度～ 2,573 千円 臨時職員 0.80 人

高齢化が一層進む中、利用団体の高齢
化・少人数化が見られる。今後、中年世代
の地域参加や生涯学習への関心・参加を
どの様に展開していくかが課題であるが、
文化祭などのイベントへの参加をきっかけ
とするなど、センター事業に興味を持って
もらうことから始めたい。

H28正規職員
人件費

成果指標の目標値を達成はしてい
るが、募集定員に達していない事
業があるなど、事業の内容や周知
方法など改善すべき点はある。
また、予算の面から、講師謝礼の
費用対効果をさらに考慮しながら
事業を組み立てるよう努めていき
たい。
事業参加者に対するアンケートに
ついては、アンケートを実施してい
ない事業があるので、今後は実施
するよう努めたい。また、アンケー
トで「やや不満」「不満など」と回答
をいただいた意見を参考に事業内
容を見直していきたい。

95

96 99

H28年度に改善した点

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

目標達成済

非常勤
特別職

0.00 人

H28その他職員
従事割合

5,629千円 臨時職員 0.75 人

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2556 地域コミュニティの推進を図るべく、公民館
利用団体に限らず地域で活動する団体に
もイベントや講座の協力を仰ぐほか、講座
の講師を公民館サークルに依頼するなど
サークルの地域貢献に対する取り組みも
進めた。また、センター内に「地域情報コー
ナー」を新設し、センターだよりを充実する
ことにより地域情報の発信提供に努めた。公民館主催事業

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

有 無

100

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

目標設定の考え方・根拠

2,448 ①主催事業数

②事業参加者に対する５段階
   評価アンケートの実施

③アンケート結果の分析

参加者の満足度割合（％）
(｢満足｣及び｢ある程度満足｣と回答を得た件数
÷アンケート回答件数×１００)

市民の学習要求に基づいた講座を展開し、生涯
学習社会の構築を目指すことが当該事業の目
的となっているため参加者の満足度割合を指標
とする。目標値としては、前年より増やすことを
目標としたい。

A

H28実績

H27年度目
標

H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

96

①   29件

②  725件

③  715件

2360 2,099

H28年度目
標

0.65 人

吾妻
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク



所属
名称

経費

投入コスト（千円）
会
計

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

事務事業名称 事業概要（全体）

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

活動実績(H28)

成果

項目名

■ □ □

社会教育法、所沢市立公民館

実績

評価者

三ケ島まちづくりセンター長　森澤　宣行

項目名

■ □ □

実績

評価者

三ケ島まちづくりセンター長　森澤　宣行

項目名

■ □ □

実績

評価者

センター長　澤田　孝男

項目名

■ □ □

実績

評価者

センター長　澤田　孝男

社会教育法、所沢市立公民館設置

市民の学習要望に基づき、地域特徴等を生かした
主催事業を開催し、地域住民の生活・文化・芸術・
社会福祉等の向上及び推進を図る。
①職員による事業の企画・立案あるいは市民を交え
た企画準備会等により、事業の企画・立案・運営を
行う。②事業終了後の学習の記録や参加者の意
見、感想等は次年度講座の参考とする。③生涯学
習情報紙及び公民館だより・チラシ等を活用して参
加者を募集する。④各団体や公共施設からの情報
を提供する。

法定受託＋附加

期間 1.45 人
非常勤
特別職

0.50 人
H29年度目
標

S47年度～ 12,434 千円 臨時職員 1.95 人

H28年度目
標

H28実績 施設提供にあたっては、事故のないよう施
設の安心安全に努める。また地域の自主
的かつ非営利的に活動する地域団体の活
動を支援するとともに、さらに施設の有効
な活用を図るため、貸し出し手続き事務の
改善を考えていく。

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

65 66

68

集団による各種学習文化活動の場を提供し、住民
の学び合い・支え合い・学習成果の地域還元を促進
し、地縁と知縁による地域コミュニティを豊かにする
こと。そのような活動をする公民館登録団体を育成
すること。

1.20 人
非常勤
特別職

0.50 人 65 59

10,392千円 臨時職員 1.95 人

①25,692

②17,029

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

H27年度目
標

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

社会教育法・所沢市立公民館設 H28予算現額 H28決算額（見込み）

置及び管理条例・所沢市立公民館設置及び管理条
例施行規則・所沢市地区体育館条例

28,728 29,502

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 27,519 28,508

①公民館年間利用可能区分数

②公民館年間利用区分数

公民館施設提供
事業

根拠法令

目標設定の考え方・根拠

B

施設の有効活用に向け、改善はさ
れている。目標は達成されている
が、引き続き地域団体の活動を支
援していくべく施設の有効活用に
努めてもらいたい。

H28年度に改善した点

無

年間施設稼働率
（年間利用区分数÷年間利用可能区分数×
100）

地域の自主的かつ非営利的に活動する地域の
団体を支援するとともに施設の有効活用を進め
る。
目標値としては、前年より増やすことを目標とし
たい。

団体登録の届出書式を簡素化し記入し易
くするとともに、登録可否の判断要素を明
確化したことにより、団体登録手続きの事
務の迅速化を図った。

目標達成済み

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

マタニティカフェ・パパスクールな
ど、日常公民館利用率が低い（就
労）世代向け講座から、未就学児・
小学生と公民館利用サークルとの
交流まで、幅広い世代に向けた事
業展開ができている。また、フェイ
スブックや、しんとこ情報館などの
媒体を有効活用し、公民館主催事
業について、地域への情報発信し
ていくことができた。

社会教育法・所沢市立公民館設

新所
沢ま
ちづ
くりセ

ン
ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

期間 0.50 人
非常勤
特別職

0.50 人
H29年度目
標

S４８年度～ 4,288 千円 臨時職員 1.75 人

1.75 人 ①１３，７９６区分

②６，１６７区分

③１９，６２１区分

H28年度目
標

H28実績

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

80% 45%

80%

H27年度目
標

H27実績

サークル等による各種学習活動の場として、施設を
提供することにより、住民の知識・教養の向上と会
員相互の親睦を図る。
①施設の点検管理と施設の提供・受入準備。
②施設利用時の使用料及び鍵・備品等の対応。
③利用者の公共施設予約システム入力の操作補
助。
④作品発表等の場としての公民館ロビーの提供。

0.90 人
非常勤
特別職

0.50 人 80% 44%

7,794千円 臨時職員

公民館施設提供
事業

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

及び管理条例、所沢市立公民館設置及び管理規則 26,392 19,497

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 25,141 28,766 ①年間利用可能区分数（公民
館）

②年間利用区分数（公民館）

③年間利用区分数（体育館）

年間施設稼動率
登録サークル等の増加を図るため、利用しやす
い施設づくりを図る。

目標設定の考え方・根拠

B

築２０年以上が経過し、施設の老
朽化が著しいため、不具合が生じ
た場合は、早期の修繕に努めてい
る。

H28年度に改善した点

有 無

H28目標値が未達成の理由・分
析

地域の高齢化が著しく、郊外に立地していること
等が影響している。

陶芸用電気釜の修繕を行い、利用してい
るサークルが引き続き利用できようにし
た。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

主催事業のなかに、地域の特性や
人材を活かした事業（箸・うどんづ
くり、竹でっぽうづくり、苔玉づくり
等）を開催することによって、世代
間交流が図られている。

三ケ
島ま
ちづ
くりセ

ン
ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

参加者の満足度割合
（「満足度」及び「ある程度満足」の回答を得た件
数×１００）

全ての講座で参加者の満足度を上げることを目
標としたい。

H27その他職員
従事割合

H27年度目
標

利用しやすい施設の整備に努めるととも
に、高齢者も利用しやすい施設環境の整
備と利用を促す周知をより一層図る必要
がある。

無

期間 1.00 人
非常勤
特別職

0.50 人
H29年度目
標

S47年度～ 8,575 千円 臨時職員 1.05 人 92%

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

9,526千円 臨時職員 1.05 人

①158

②11,279

H28年度目
標

H28実績
地域内の各種公的機関が、それぞれ新所
沢地区に向けてどのような学習機会を提
供しているかを見定め、重複する領域、不
足している領域について整理し、事業の再
構成を進めていく。

H28正規職員
人件費

3,751

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

地域課題と市民の学習要求に基づき、教育の向
上、健康の促進、生活文化の振興、社会福祉の増
進を図るため、実際生活に即する教育、学術及び
文化に関する各種の事業を実施する。

1.10 人
非常勤
特別職

0.50 人

H28その他職員
従事割合

無

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 3810 3,602

公民館利用者との共催で、様々な学習文
化活動の体験会を実施することができた。

公民館主催事業

3954

S３０年度～

新所
沢ま
ちづ
くりセ

ン
ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 H28年度に改善した点

有

①年間事業数(回数）

②事業参加者数(延べ人数）

期間 0.90 人
非常勤
特別職

0.50 人
H29年度目
標

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

置及び管理条例・所沢市立公民館設置及び管理条
例施行規則・所沢市地区体育館条例

指標名 目標設定の考え方・根拠

B
H27実績

H28目標値が未達成の理由・分
析

目標達成済み

100% 89%

90% 91%

今後、地域住民が参画した事業の実施と
地域の人材育成に繋がる事業企画を作っ
ていく。

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

100% 85%

100%7,718 千円 臨時職員 1.25 人

臨時職員

0.90 人
非常勤
特別職

0.50 人 100% 87%

7,794千円 H28実績1.25 人
①２９事業

②９６３件

③８１５件

H27年度目
標

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

主催事業に対する参加者の満足度の向上を図
る。

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

設置及び管理条例、所沢市立公民館設置及び管理
規則

3,817 3,666

自治事務 法定受託事務

参加者の満足度割合

無

重要

指標名 目標設定の考え方・根拠

A

H28年度に改善した点

主催事業の一部に、アンケート結果を踏ま
えた内容に変更したことにより、受講者か
ら概ね好評を得ることが出来た。

目標値に近い状況ではあるが、参加者の声に耳
を傾けていく必要がある。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額

有

H28年度目
標

4,264 4,017 ①実施事業数

②アンケート実施件数

③満足及びある程度満足と回
答を得た件数及びその割合三ケ

島ま
ちづ
くりセ

ン
ター

公民館主催事業



所属
名称

経費

投入コスト（千円）
会
計

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

事務事業名称 事業概要（全体）

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

活動実績(H28)

成果

項目名

□ □ □

実績

評価者

新所沢東まちづくりセンター長酒井忠夫

項目名

□ □ □

社会教育法、所沢市立公民館

実績

評価者

新所沢東まちづくりセンター長酒井忠夫

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢まちづくりセンター長　内堀　耕介

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢まちづくりセンター長　内堀　耕介70

期間 1.10 人
非常勤
特別職

H29年度目
標

Ｓ２８年度～ 9,433 千円 臨時職員 3.55 人

H28年度目
標

H28実績

H28正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

80 66

集団による各種学習活動の場として施設を提供す
ることにより、住民の学びあいを支援し、学習活動を
通じた地域づくりの場を目指す。

0.95 人
非常勤
特別職

3.55 人 80 69

8,227千円 臨時職員 1.65 人 ①25,666区分

②16,862区分

③

49,736

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

H27年度目
標

H27実績

51,837 ①年間利用可能区分数
　
②年間利用区分数

③

年間施設稼動率
（年間利用区分数÷年間利用可能区分数×１０
０）

施設提供を通じて、住民の学びあい、さらには地
域づくりの場を目指すため、施設稼働率を指標
とする。

公民館施設提供
事業

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例 49,464
保育室の利用可能時間を拡大した。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

施設提供の仕組みを簡素化し、利用者に
とっても職員にとってもわかりやすい仕組
みとしていく必要がある。

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 50,210

目標設定の考え方・根拠

Ｂ

中心市街地に所在し、登録団体数
も280を超える状況にあるが、高齢
化が進み、活動を停止する団体も
見られ、登録団体数が減少傾向に
ある。
成果指標の年間施設稼動率が目
標値に達しておらず、施設提供の
あり方について見直しの必要性が
ある。

H28年度に改善した点

無 無

H28目標値が未達成の理由・分
析

・地域住民に公民館の利用方法の認知が進ん
でいない可能性がある。
・利用希望の部屋と曜日が重複することがある。
・登録団体はwebにて施設予約が可能だが、そ
のほかの団体は、事前に窓口に出向いての利
用申請の必要があるなど利便性が低い。

年間施設稼働率（公民館）

所沢
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

新所
沢東
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額

社会教育法、所沢市立公民館設

新所
沢東
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

H27年度目
標

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 25,372
①年間利用可能区分数（公民
館）

②年間利用区分数（公民館）

Ｃ

利用する時間帯が集中し、全体の
稼働率としては低いが、今後も施
設の老朽化に伴い、修繕が必要な
場合があるため、可能な範囲で対
応を図り、利用者が気持ちよく利用
できることに努める。日常の点検を
怠らないことを念頭に施設管理を
する。

H28年度に改善した点

公民館施設提供
事業

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

設置及び管理条例、所沢市立公民館設置及び管理
条例施行規則、所沢市まちづくり条例及び施行規則

21.817

年間延べ利用区分数÷年間利用可能区分数×
１００

15,127

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

目的：集団による各種学習活動の場として施設を提
供することによって、住民の知識、教養の向上を図
り、生涯学習の構築を目指す。
内容：平成１８年１０月から新公共施設予約システ
ムが稼働し、窓口以外にロビー端末機・インターネッ
ト・携帯電話による利用予約手続きができ、利用申
し込みも２４時間可能となっている。利用予約の際
は、利用機会の拡大を図るため、一定の利用制限
（時間制限）を設けている。

1.55 人
非常勤
特別職

0.00 人 48

0.55 人
非常勤
特別職

0.00 人
H29年度目
標

13,423千円 臨時職員 2.00 人
①13,330区分

②6,149区分

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

無 無

以前から状態の悪かった空調設備の改修
工事を行い、学習活動の場の環境を整備
した。

使用したい曜日が集中してしまい抽選にな
り、使えない団体が出てきている。そのた
め、比較的空いている曜日を周知し、曜日
に偏りが出ないようにしていきたい。

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

80 46

臨時職員

使用したい曜日が集中しているため、稼働率が
低くなっている。
また、平成２８年度は大規模な空調設備の修繕
があり、４カ月間の休館となった。そのため、休
館前から他館で活動する団体が増え、再開後も
そのまま他館で活動を続ける団体があったのも
稼働率が低くなっている要因である。

14,269

臨時職員 1.00 人
①30事業

②398件

③391件

98

H28年度目
標

H28実績

80

80

H28正規職員
人件費

100

非常勤
特別職

0.00 人

H28その他職員
従事割合

100

公民館主催事業

S５２年度～ 4,716 千円 臨時職員 2.00 人

目的
市民の学習要求に基づき、教養の向上、健康の増
進、生活文化の振興、社会福祉の増進を図るため、
実際生活に即する教育、学術及び文化に関する各
種の事業を実施。
具体的な内容
職員による事業の企画・立案あるいは市民を交えた
企画準備会または実行委員会により、事業の企画・
立案・運営方法を検討する。

1.05 人

期間

9,093千円

期間 1.00 人
非常勤
特別職

H29年度目
標

Ｓ２８年度～ 8,575 千円 臨時職員 1.65 人

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

9,526千円 臨時職員 1.65 人 ①23

②534件

③481件

H28年度目
標

H28実績

地域交流の場の提供など、地域コミュニ
ティを支援する拠点としての視点から各種
事業を見直していくことが課題である。

H28正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

地域課題と市民の学習要求に基づき、教養の向
上、健康の増進、生活文化の振興、社会福祉の増
進を図るため、実際生活に即する教育、学術及び
文化に関する各種の事業を実施する。

1.10 人
非常勤
特別職

95 90

95 90

95

まちづくりセンターだよりの発行頻度を増
やし、地域住民へ公民館事業を周知する
機会を増やすことができた。

公民館主催事業

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例 1,532 1,384

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H28年度に改善した点

有 無

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 1,600 1,509 ①主催事業数

②アンケート回答件数

③「満足」及び「ある程度満足」
と回答を得た件数

H27決算額 指標名

事業参加者の満足度
（「満足」及び「ある程度満足」と回答を得た割
合）

地域課題や市民の学習要求に基づく事業実施
を目的としているため、事業参加者の満足度を
指標とする。

H27その他職員
従事割合

H27年度目
標

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

S５２年度～ 9,004 千円

参加者の期待を十分には満たすことができな
かったことによる。

目標値は達成していないが、事業
の参加者には一定の評価をいただ
いていると考える。
また、市内施設としては初めての
避難訓練コンサートを実施した。避
難訓練コンサートは、開館当初か
らホールの舞台操作にボランティ
アとして活動している市民が中心と
なって企画・実施したものである。

所沢
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額

1.00 人

事業の参加状況・満足度は良好
で、好評である事業については、
継続することに意義があると同様
に、多種多様な社会状況により、
時宜を得た講座が求められ、公民
館の役割は、益々重要な位置づけ
にあることがうかがえ、常に改善の
意識をもって取り組んでいく。

目標設定の考え方・根拠

Ｂ

期間 1.05 人
非常勤
特別職

0.00 人
H29年度目
標

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

置及び管理条例、所沢市立公民館設置及び管理条
例施行規則、所沢市まちづくり条例及び施行規則

2,068 1,825

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

無

①主催事業
②事業参加者のアンケート回答
件数
③アンケートで「満足」及び「あ
る程度満足」と回答を得た件数

参加者の満足度割合 （「満足」及び「ある程度満足」と回答を得た件数
÷アンケート回答件数×１００）

H28年度に改善した点

有

市民の学習要求を満たすために、市民を
交えた企画準備会を行い、事業の実施に
繋げた。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

現段階でも１００パーセントに近い満足度
を得ているので、現状を維持しつつ、地域
の実情を促え講座の充実を図る。

100 92

H28年度目
標

H28実績

指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

H27年度目
標

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

アンケートの集計結果は、「満足」と「ある程度満
足」が９８パーセント、「普通」は２パーセント、「や
や悪い」と「悪い」０パーセントであった。途中退
室や急いで帰る方などがおり、参加者全員から
のアンケートは回収できた訳ではないが、回答
者の９割以上が満足しており、おおむね好評で
ある。

H27予算現額 H27決算額

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,123 2,045



所属
名称

経費

投入コスト（千円）
会
計

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

事務事業名称 事業概要（全体）

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

活動実績(H28)

成果

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢まちづくりセンター長　内堀　耕介

項目名

■ □ □

実績

評価者

並木まちづくりセンター長　阿部美和子

項目名

■ □ □

社会教育法、所沢市公民館設

実績

評価者

並木まちづくりセンター長　阿部美和子

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育課長　安田　幸雄

①17,628回

②6,500回

③

H28年度目
標

75

H29年度目
標

H27年度目
標

H27実績

部屋ごとに使用目的の制約（部屋の広さ、設備
等）があるため、均等な部屋の利用は困難であ
る。　　施設の老朽化、交通の利便性の悪さ、駐
車場の少なさも要因の一部にある。

無 無

社会教育に携わる職員のスキル
アップや資質向上を図る機会とし
て、研修内容を充実させることがで
きた。
今後も、社会教育に携わる職員１
人ひとりが、市民の高度な要求や
期待に応えられるよう、今度も継続
して実施する必要がある。

期間 0.60 人
非常勤
特別職

H28その他職員
従事割合

75

Ｓ５８年度～ 5,145 千円 臨時職員 1.35 人

公民館施設提供
事業

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

置及び管理条例、所沢市立公民館設置及び管理条
例施行規則

23,376 18,012

事業の目的及び具体的な内容

1.00 人

集団（サークル）による各種学習の場として施設を
提供することによって、住民の学習意欲の向上と社
会教育の推進を図り住民自治の構築を目指す。
施設利用申請にあたっては窓口申請以外にも、平
成１１年度からは公共施設案内・予約システムを導
入し、ロビー端末やインターネットによる利用予約手
続きが可能になっている。さらに２５年度において予
約システムを再構築し、携帯電話への対応など、迅
速化、効率化を図った。

0.85 人
非常勤
特別職

75 39

H28実績臨時職員

H28正規職員
人件費

37

7,361千円

H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合 B

目標値を下回っているもの、利用
実績に大幅な減少が見られないた
め。

H28年度に改善した点

H28目標値が未達成の理由・分
析

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 21,360 18,289 ①年間利用可能区分数（１日６
区分（月曜日は４区分）×部屋
数×開館日数）
②年間延べ利用区分数

③

年間施設稼働率（％）

目標設定の考え方・根拠

年間延べ利用区分数÷年間利用区分数×１００ 施設の老朽化等に伴う修繕を随時行い、
施設利用に支障が生じないよう努めた。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

施設利用者に影響が生じないよう適正な
維持管理を計画的に実施し、公民館主催
事業や地域コミュニティ活動の拠点として
支援に配慮しながら、効率的な施設提供
に努めていく。

75

成果指標の目標値をほぼ達成して
いる。講座の受講率でも高い割合
を維持している。

99 97

99 95

並木
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

H29年度目
標

期間 0.25 人
非常勤
特別職

H29年度目
標

Ｈ２７年度～ 2,144 千円 臨時職員 0.80 人

2,165千円 臨時職員 0.80 人 ①74日

②

③

H28年度目
標

H28実績

H28正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

75 77

H27年度目
標

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

当公民館ホールは、座席数３５０席を有し、充実した
舞台設備と中心市街地に立地する特性から、週末
を中心にコンサート等の催事の利用が多い。このた
め、ホールの安全管理に支障を来すことが無いよう
に土・日曜日のホール運営について業務委託を行う
ものである。なお、委託先は、開館当初からホール
の舞台操作にボランティアとして活動している市民
が構成員となっているＮＰＯ法人シアターサポであ
る。

0.25 人
非常勤
特別職

75 73

目標達成済み

H28予算現額 H28決算額（見込み）

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例 1,113 1,080

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 800 778
①土、日曜日の催事にかかる
委託日数
②

③

委託依頼割合
（土、日曜日の委託日数÷土、日曜日の日数×
１００）

目標設定の考え方・根拠

Ａ

年間を通して、土日に多くの催事
が実施され、円滑にホール運営、
安全管理業務が実施された。
また、災害時の安全管理面の強化
を目的に、市内施設で初めてとな
る避難訓練コンサートを当事業の
受託先であるＮＰＯ法人シアターサ
ポが中心となって実施した。

H28年度に改善した点

無 無

ホールが多様な市民の催事に活用され安全に
利用されることが目標であるため、委託依頼割
合を指標とする。一方、中央公民館の登録団体
がホールでのサークル活動も行えるよう、すべ
ての土、日に催事が入ることの無いように配慮も
している。

催事の主催者と受託者の情報共有を図る
ため、催事前の打ち合わせに受託者が参
加するように変更した。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

受託者とは、情報共有のため定期的な情
報交換会を実施し、運営にフィードバックし
ている。

所沢
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

中央公民館ホー
ル運営委託事業

根拠法令

H28予算現額

置及び管理条例、所沢市立公民館設置及び管理条
例施行規則

期間 1.41 人
非常勤
特別職

H28その他職員
従事割合

2.00 人

Ｓ５８年度～ 12,091 千円

市民の学習要求に基づき、各種学習、講座を展開
することにより、市民の学習意欲の向上、社会教育
の推進及び住民自治の醸成を図る。
生活課題、地域課題、生活を豊かにする学習等に
ついて、系統だった学習内容、方法等を職員により
企画立案、あるいは市民を交えた企画準備委員
会、実行委員会等を設置して事業内容を検討。広
報や市ホームページ等の掲載及び公民館だよりを
発行して参加者を募集し実施する。

1.15 人

9,959千円 臨時職員

H28正規職員
人件費

非常勤
特別職

公民館主催事業

根拠法令

①17講座

②263人

③250人

H28年度目
標

H28実績

臨時職員

左記アンケートで「満足及びある程度満足」と回
答した割合（％）

「満足及びある程度満足」と回答した数÷アン
ケート回答数×１００

H28決算額（見込み）

1.50 人 99

5,128 4,833

社会教育法、所沢市公民館設

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

地域住民の要望等をもとに、講座の見直
し、新規開講等を行っていく。

無

①年間事業数
②講座終了後のアンケート回答
数
③アンケート結果で「満足及び
ある程度満足」と回答を得た件
数

指標名 目標設定の考え方・根拠

A

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 4,562 4,645

H28年度に改善した点

有

前年度の参加状況やアンケート結果をもと
に、講座内容の見直しを行った。

H27年度目
標

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

受講してみないと講座の水準がわからないた
め、受講者と講座内容のレベルの差を予め把握
することが困難である。

並木
まち
づく
りセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

非常勤
特別職

0.00 人
H29年度目
標

1,458 千円 臨時職員 0.00 人 90%

目標達成済90%

90% 100%

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

866千円 臨時職員 0.00 人

①12人

H28年度目
標

H28実績

今後も、一般的な社会教育についての講
義ではなく、「郷土を知る」というテーマで、
より社会教育について身近に感じられるよ
うに工夫していく。

Ｓ

H28年度に改善した点

100%

0.17 人

社会教育の「郷土を知る」という観点から
研修内容を検討し、座学ではなく、実地視
察という形で研修を行った。

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

社会教育法、地方教育行政の組織及び運営に関す
る法律、地方公務員法

30千円 15千円

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合 無 無

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 30千円 30千円

指標名 目標設定の考え方・根拠

①参加者数
アンケートの満足度

研修内容に関して「とても良かった」「良かった」
の割合

H27年度目
標

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

社会
教育
課

社会教育職員研
修

期間

平成7年度～

実施計画ランク

重要

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額

社会教育の課題となるテーマや社会教育関係職員
に必要とされる専門知識や技能等を身につけ、職
員の資質向上を図る研修とする。講義形式だけでな
く、グループワークや体験実習等も取り入れる。

0.10 人
非常勤
特別職

0.00 人



所属
名称

経費

投入コスト（千円）
会
計

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

事務事業名称 事業概要（全体）

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

活動実績(H28)

成果

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢図書館長　中村　まさみ

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢図書館長　中村まさみ

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢図書館長　中村まさみ

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢図書館長　中村まさみ

H28目標値が未達成の理由・分
析

図書館の開館時間内の利用や来館が困難な市
民等に対して実施している、コンビニエンススト
ア図書等取次事業において、取次店舗側の事
情により取次業務を停止した店舗があり、また、
狭山ヶ丘分館が施設改修工事のため１か月間
臨時休館したことなどから、年間貸出数が減少
したため。

市民が、コンビニエンスストア図書等取次サービ
スを活発に利用していることを示す数値として年
間貸出数を指標とする。過去５年間で利用が活
発であった年度の数値を目標とし、事業の拡大
を図りたい。

H28目標値が未達成の理由・分
析

店内改装等取次店舗側の事情による取次業務
停止により、年度当初7店舗だった取次店舗数
が1店舗減となったため。

図書資料等の貸出は、市民に活発に利用されて
いることを示す指標の一つであることから、貸出
密度を指標とする。年間貸出数を当該年度の人
口で割り、１人当たりの貸出数を算出。
人口３０万人以上、４０万人未満の市立図書館１
１８館の人口１人当たりの平均貸出数５．１冊を
参考に、実績から目標値を設定し、事業拡大を
図りたい。
（『日本の図書館』2016より平均貸出数を算出）

H28実績
所沢市図書館ビジョンに基づき、多様化・
複雑化する市民生活における様々な課題
を解決するため、幅広く質の高い資料等の
収集・整備を計画的に継続して行ってい
く。また、一定期間を経過した資料につい
ては、除籍し、学校等公共機関及び市民
の方へのリサイクル図書として提供を継続
的に行い、保存資料を適正管理する必要
がある。

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H29年度目
標

54,023 千円 臨時職員 0.00 人

6.30 人

2 2

2 1.8

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

55,944千円 臨時職員 0.00 人
①1,014,329点

②36,439点

③19,166点

H28年度目
標

市民の調査研究、教養、レクリエーション等に資す
る図書館資料、情報の収集を行い、利用者に提供
することを目的とする。具体的には以下の通り。
①資料収集　資料収集方針に基づき蔵書構成を考
慮し、資料を選択収集する。②資料保存　残すべき
資料を選び、次の世代・時代に受け継いでいく。③
資料管理　電算システムにより、管理を行なう。④
資料整理　資料に書誌（分類・書名・著者・金額等）
データを付与し、フィルムコーティング等の装備を行
う。⑤資料除籍　除籍資料は、幼稚園・小中学校等
公共施設及び市民にリサイクルする。

6.46 人
非常勤
特別職

0.00 人

非常勤
特別職

0.00 人

76,026千円 ①子どもの読書活動推進計画により、児
童資料の収集に努めた。②寄贈資料を受
け、資料整理、特に郷土資料や所沢ゆか
りの作家の著書などの整理をすすめた。
③除籍を効率的に行い、図書の新鮮度を
図るとともに、学校等の公共施設にリサイ
クル図書の提供をした。

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

図書館法、所沢市立所沢図書館設置条例、同施行
規則

77,097千円 74,674千円

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

図書等取次サービスを実施しているコンビニエン
スストアが、店内改装等取次店舗側の事情によ
る取次業務停止により、年度当初より１店舗減と
なったこと、また、狭山ヶ丘分館が施設改修工事
のため１か月間臨時休館したことなどから、年間
貸出数が減少したため。

2

H28年度に改善した点

無 無

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 78,810千円 目標はほぼ達成できており、達成
できなかった理由については、明
確に把握できている。
多様化・複雑化する市民生活にお
ける様々な課題を解決するため、
幅広く質の高い資料等の収集・整
備を行っている。
また、一定期間を経過した資料に
ついては、資料の新鮮度を保つた
め除籍し、学校等公共機関及び市
民の方へのリサイクル図書として
提供を行っている。

Ａ

資料回転率
（年間貸出数÷蔵書数（貸出禁止資料除く））

幅広く質の高い資料等の収集・整備を行い、利
用者に提供するという目的が実現できているか
を図る数値として、資料の回転率を指標とした。
人口規模が同一の市立図書館で、資料回転率
が平均「2」であることから、目標値を「2」に設定
した。(『日本の図書館』より全国平均を算出）

H27その他職員
従事割合

H27年度目
標

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

①蔵書数（図書・雑誌・紙芝居・
視聴覚資料）

②年間資料受入数

③年間除籍数

所沢
図書
館

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

H28正規職員
人件費

4.34 人
非常勤
特別職

0.20 人
H29年度目
標

37,216 千円 臨時職員 5.70 人 5点

4.9点

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

42,434千円 臨時職員 5.70 人
①113,988人

②575,524人

③1,676,823点

H28年度目
標

H28実績

Ａ

図書館への興味・関心を喚起する魅力あ
る事業の展開、広報活動への積極的な取
り組みを通じ、関連施設や地域に働きか
け、利用促進を図る必要がある。現在実施
している事業の拡充に努め、非来館型
サービス及び高齢者社会に向けたサービ
スへのさらなる取り組みについて検討して
いき、魅力ある図書館づくりを目指す。

事業の目的及び具体的な内容 H27実績

市民に、図書館に親しみをもって有効に利用しても
らうため、インターネット及び広報等で情報を広く提
供し、読書活動の推進及び利用の拡大を図る。
①図書館のホームページ、「今月の図書館」等広報
紙を発行し、図書館の事業や利用案内等の情報を
利用者に周知する。②講演・講座、図書館まつり
（年１回）等の催しを開催する。③季節やテーマに応
じた、図書資料の紹介・展示を行う。④他の公共施
設や地域に対し共同事業等を実施し、連携を図る。

4.90 人
非常勤
特別職

0.20 人 5点 5点

5点
H28その他職員
従事割合

事業の種別

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

図書館法、所沢市立所沢図書館設置条例、同施行
規則

11,563千円 10,729千円

一
般

H27予算現額 H27決算額

H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

H28年度に改善した点

無 無

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 11,432千円 11,293千円

指標名 目標設定の考え方・根拠

①登録者総数
（前年の登録者総数＋年間登
録者数－年間抹消者数）

②年間貸出利用者数

③年間貸出数

貸出密度
（人口１人当たりの貸出数）

H27年度目
標

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

0.80 人
H29年度目
標

①15,876人

②22,658冊

H28年度目
標

H28実績

第2次所沢市子どもの読書活動推進計画
を総括するとともに、第3次子どもの読書
活動推進計画の策定準備をすすめる。

16,207 千円 臨時職員 2.40 人 512,000冊

1.89 人
非常勤
特別職

H28目標値が未達成の理由・分
析

子ども達が読書の楽しみを知り、自主的に読書活動
を行うことができるよう、「第２次所沢市子どもの読
書活動推進計画」に基づいて子ども向け事業、学校
との連携事業等を実施し、利用の拡大を図る。①子
どもの読書活動推進連絡会の開催②おはなし会・
かがくあそび等子ども向け行事の開催③一般向け
普及・啓発事業の開催④学校との連携事業の実施
⑤小中学生・保護者に読書アンケートの実施⑥学
校業務連絡便の運行⑦ブックリスト「本がいっぱい」
の発行、小中学校への配布⑧子ども向け広報紙の
発行

1.55 人
非常勤
特別職

0.80 人 512,000冊 488,789冊

13,423千円 臨時職員 2.40 人

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,333千円 2,329千円
①保健センターにおけるＢＣＧ接種時の
「はじめてのおもちゃ、絵本コーナー」での
読み聞かせを４回に拡大することで利用促
進につなげた。②乳幼児の保護者向け利
用案内を、医師会を通じて市内の各医療
機関に配布することで図書館及び図書館
事業をＰＲした。③特別支援学級等への学
級訪問を行い学校連携事業の拡大を図っ
た。

根拠法令 H28予算現額

H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

目標設定の考え方・根拠

①子ども向け行事参加者数

②学校関連団体貸出数
児童資料貸出数（年間児童資料貸出数）

過去5年間で最も高い平成２４年の貸出実績が
511,624冊であったことから、この数値を目標と
し、サービスの維持・向上を図る。

H27年度目
標

Ａ

平成２８年度は狭山ヶ丘分館が施設改修工事の
ため約１ヶ月の臨時休館をしたこと、学校団体貸
出が前年度より減少したことが要因であると考え
られる。

512,000冊 484,510冊

H27実績

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

H28決算額（見込み）

図書館法、所沢市立所沢図書館設置条例、同施行
規則

2,333千円 2,116千円

事業の目的及び具体的な内容

68,443点

0.76 人
非常勤
特別職

0.00 人
H29年度目
標

6,517 千円 臨時職員 3.75 人 83,000点

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

5,542千円 臨時職員 3.75 人

①50,222人

②68,443点

H28年度目
標

H28実績

Ｂ

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

H27実績

図書館の開館時間内の利用や来館が困難な市民
等に対し、コンビニエンスストアで図書等の取次を行
い、図書館利用の拡大を図る。
インターネット、図書館窓口、館内ＯＰＡＣ等から図
書等の予約を受付け、用意できた際に、電子メール
又は電話にて連絡し、貸出処理をして取次店へ配
送。利用者は、当該予約図書等を取次店で受取・返
却できる。

0.64 人
非常勤
特別職

0.00 人 85,000点 82,562点

85,000点

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

図書館法、所沢市立所沢図書館設置条例、同施行
規則

9,537千円 8,208千円

一
般

H27予算現額 H27決算額

事業の目的及び具体的な内容

H28年度に改善した点

無 無

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 9,914千円 8,420千円

要望の多い地域や利用ポイントのない地
域を中心に店舗との交渉を行ったが、取
次店舗拡大には至らなかった。

事業の種別 指標名 目標設定の考え方・根拠

①年間貸出利用者数

②年間貸出数

年間貸出数

H27年度目
標

目標設定の考え方・根拠

所沢
図書
館

所沢
図書
館

所沢
図書
館

図書資料等収集
整備事業

昭和３９年～

期間

コンビニエンススト
ア図書等取次事
業

実施計画ランク

重要

期間

平成１７年～

実施計画ランク

重要

子どもの読書活
動推進事業

期間

昭和３９年～

実施計画ランク

重要

図書館利用推進
事業

期間

昭和３９年～

H28年度に改善した点

目標値は、ほぼ達成しており、魅
力ある事業の展開、広報活動への
積極的な取り組みや、地域との連
携、市民協働の「図書館まつり」な
どを開催し、図書館への興味・関
心の喚起に努めた。

無 無事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

①広報紙を発行、ＨＰを活用した情報発信
などにより、図書館事業の周知に努めた。
②文化講演会やわらべうた講座等を開催
し、来館者を増やす取組を行った。③高齢
者福祉施設で「出張おはなし会」を実施し
た他、健康・医療や介護関連図書のコー
ナーの充実を図った。④図書館ＨＰでのレ
ファレンス事例公開等により利用促進を
図った。

店舗側の事情により取次停止と
なった店舗があったため、全体の
実績は減となったが、3店舗では貸
出数が増加している。今後も非来
館型サービスの中核として、サー
ビスポイントの拡充、広報等の充
実に努め、更なる利用拡大を図
る。

目標値をほぼ達成しており、Ｈ28
年度は乳幼児とその保護者、学校
等を中心に周辺機関との連携と利
用拡大をすすめた。今後も所沢市
第２次子どもの読書活動推進計画
のさらなる推進に向けて努めてい
きたい。

取次店舗拡大を図るため、コンビニエンス
ストア本社及び店舗との交渉をすすめる。
また、更なるサービス拡大に向け、取次業
務が可能な施設等の調査研究をすすめ
る。



所属
名称

経費

投入コスト（千円）
会
計

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

事務事業名称 事業概要（全体）

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

活動実績(H28)

成果

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢図書館館長　中村　まさみ

項目名

■ □ □

実績

評価者

 所沢図書館長　　中村　まさみ

項目名

■ □ □

実績

評価者

所沢図書館長　中村まさみ

H28年度に改善した点

①調査・研究を目的とした図書館利用に対
応するため、各種データベース情報等のレ
ファレンス・ツールの充実・活用を図った。
②利用者への課題解決支援サービスの周
知を図るため、図書館ＨＰにおいてレファレ
ンス事例を公開するとともに、国立国会図
書館レファレンス協同データベースへも積
極的に掲載した。③本館２階フロアにおい
て、お年寄りや小さな子供を連れた人に対
して、本選びの時に重い本を抱えずに済
むようカートを導入した。

図書館分館全館において、運営及び指定
管理状況等について本館職員による定期
的なモニタリングを実施し、点検・評価を行
い、良質な図書館サービスを継続して提供
できるよう努める。

Ａ

0.00 人 900,000人

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

858,435人

2.10 人
非常勤
特別職

0.00 人
H29年度目
標

18,008 千円 臨時職員

899,541人

平成２８年度は狭山ヶ丘分館が施設改修工事の
ため約１ヶ月の臨時休館をしたことから、目標値
に達しなかったものと考えている。

900,000人

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

16,800千円 臨時職員 0.00 人

①401,427人

②1,251,471点

H28年度目
標

H28実績

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

・市民サービスの向上、指導管理の一元化、経費の
節減を図る。７館すべての分館において祝日開館と
し、平日、所沢分館は１９時、新所沢分館は２１時ま
での開館により、利用者の利便性向上を図る。
・地方自治法第２４４条に定める公の施設として、所
沢市立所沢図書館設置条例及び同施行規則の規
定に基づき、市立図書館としてのサービスの提供等
を行う。図書館における管理運営業務、施設維持管
理業務。

1.94 人
非常勤
特別職

0.00 人 900,000人

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

図書館法、所沢市立所沢図書館設置条例、同施行
規則、地方自治法

284,769千円 282,934千円

無 無

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 283,498千円 282,944千円

安定した図書館サービスを提供するため、
平成24年度から開始した指定管理者制度
の継続に向け、平成29年度から5年間2期
目の指定管理者の選定事務を行った。

事業の種別

一
般

10件

H27予算現額 H27決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

①貸出利用者数（分館のみ）

②貸出数（分館のみ）

分館での年間来館者数

利用者サービスの充実を示す指標の一つである
来館者数を指標とする。利用者サービスの向上
が、来館者数増につながると考える。
過去５年間で利用が活発であった年度の数値を
目標とし、今後も充実したサービスの安定的な
提供に努めたい。

H27年度目
標

H28年度目
標

H28実績
保守点検については、日常的施設点検及
び計画的施設修繕を行い、効率化を図
る。また、点検による修繕箇所の早期発
見・部分的な修繕の対応により、限られた
修繕経費を抑える。

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

0.00 人
H29年度目
標

13,034 千円 臨時職員

8件

8件 11件

1.52 人
非常勤
特別職

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

15,934千円 臨時職員 0.00 人

①12件

②21,468千円

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

・日常的な施設内外の安全点検及び機械操作、定
期的に実施する施設管理委託事業（日常・定期清
掃、昇降機点検、自動扉点検、空調設備点検、水質
検査、機械警備、害虫駆除、植木剪定等）、施設や
設備の修繕を実施。
・図書館利用者にとって、安全で快適に利用できる
施設環境を確保するとともに、図書資料等を適切に
管理し利用できる施設を維持すること。

1.84 人
非常勤
特別職

0.00 人

0.00 人

H28年度に改善した点

無 無

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 27,962千円 26244千円

所沢図書館外壁雨漏り修繕を行い、施設
の延命化を図った。また、館内照明器具取
替えや吹き抜け照明ランプ交換の修繕を
行い、利用者の安全確保を図った。

根拠法令

目標設定の考え方・根拠

①設備等の保守

②設備等の保守委託料

施設維持に関する修繕件数

修繕箇所を早期発見し、市民の利用に配慮した
保守・修繕が計画的に行われているかを測る数
値として、修繕件数を目標値とした。
修繕を行うことにより、利用者の安全・快適な利
用に配慮し、環境の維持に努めてきたい。

H27年度目
標 Ａ

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

目標達成済み

10件

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

H28予算現額 H28決算額（見込み）

図書館法、所沢市立所沢図書館世知条例、同施行
規則

26,426千円 25,677千円

所沢
図書
館

所沢
図書
館

所沢
図書
館

平成２４年度～

実施計画ランク

重要

図書館施設維持
管理事業

期間

昭和５５年～

目標値はほぼ達成できており、各
分館の地域特性を生かした様々な
自主事業を展開し、来館者を増や
す努力をしている。また、市民から
も好評を得ている。

実施計画ランク

館内奉仕事業

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

図書館法、所沢市立所沢図書館設置条例、同施行
規則

昭和３９年～

実施計画ランク

重要

所沢図書館分館
施設管理運営事
業

期間

期間

老朽化した施設の保守や修繕を計
画的に行っており、来館者が安全
かつ快適に利用できる環境を維持
している。

無 無

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額 指標名

H27年度目
標

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 61,647千円

来館者数（本館）

59,385千円 56,786千円

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

6.67 人
非常勤
特別職

57,762千円

B

インターネット検索が手軽にできる
現代において、レファレンス件数が
増えていることは、インターネットで
は得られない情報が図書館であれ
ば得られるということについて、認
知されつつあるものと思われる。国
立国会図書館レファレンス協同
データベースへの掲載を積極的に
進め、国立国会図書館より、一定
の基準を満たし、評価（お礼状）を
得ている。
また、様々な状況にある来館者の
負担が軽減できるよう努め、どなた
にもご利用いただける図書館づくり
に取り組んだ。

臨時職員 20.15 人
①348,605点

②18,272件

③685件

H28年度目
標

60,797 千円 臨時職員 20.15 人

本館の役割として、調査、読書相談、資料の館
内利用等の事業が重要となってきていることか
ら、来館者数を指標とする。コンビニエンスストア
図書等の事業拡大を図っていること、また大規
模分館が開館したことなどを踏まえ、目標値を実
績値に近い数値として設定し、サービスの充実
を図っていきたい。

H28実績

身近な生涯学習の拠点として、情報・資料
等の充実を図り、その活用法を広く市民に
発信する必要がある。職員の質の向上に
努め、郷土に関することや専門性の高いレ
ファレンスサービスの提供に努め、情報発
信の場としての図書館の存在の周知に努
めていく。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

0.00 人 400,000人 232,568人

0.00 人
H29年度目
標

H28年度に改善した点目標設定の考え方・根拠

H27実績
H28目標値が未達成の理由・分
析

コンビニエンスストア図書等取次サービスが浸
透したことや、大規模分館の開館により利用者
が地域で図書館サービスを利用できるように
なったことなどが考えられる。またスマートホン
やパソコン等の普及により、簡単な情報が手軽
に入手できるようになったことも要因の一つと思
われる。今後は、質の高い確実な情報が入手で
きる図書館の活用について、さらに広報に努め
ていきたい。

258,818人

58,230千円
①貸出数
（本館での年間貸出数）
②予約受付件数
（本館カウンターでの年間予約
受付・取消件数）
③レファレンス件数
　　（本館受付件数）

市民の教養と文化の発展のため、資料及び情報を
提供する。
①図書（一般書、児童書、雑誌、紙芝居、絵本）を個
人・団体に対し、閲覧・貸出利用に供する。②ＣＤ、
ＤＶＤ及びビデオを個人に対し、貸出利用に供する。
③図書館資料について充分な知識を持った職員
が、問い合わせ・読書相談や利用のための相談に
応じる。④視覚に障害のある方に対して対面朗読
サービスや録音図書を提供する。 300,000人

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

400,000人

7.09 人
非常勤
特別職


